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R5.6.11４年ぶり！自主防災組織との訓練を再開

台風23号メモリアル水防訓練を実施！
～豊岡河川国道事務所～

円山川において、甚大な被害をもたらした平成16年台風23号の水害の怖さを今一度
振り返り、記憶の風化を防ぐとともに、今後の被害を最小限にとどめるため、水防訓練を
実施しました。今年度は、新型コロナウイルスの５類移行に伴い、4年ぶりに自主防災組
織と訓練を実施し、八条地区・豊岡市街地地区住民の合計６７名が参加しました。

＜概要＞
・日 時： 令和5年6月11日（日） ９：００～１１：２０
・場 所： 六方河川防災ステーション（立野拠点）
・主 催： 豊岡市、豊岡市豊岡消防団
・共 催： 豊岡河川国道事務所、兵庫県但馬県民局
・参 加 者： 自主防災組織（八条地区・市街地地区）
・参加人数： １７５名 （行政職員、地域住民 合計）

＜プログラム内容＞
・座学：「災害対策車両の展示説明」

「土のうの作り方、積み土のう工法」
・実技：「土のう製作・積み土のう工訓練」

災害対策車両の展示説明

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 豊岡河川国道事務所 流域治水課
〒６６８－００２５ 兵庫県豊岡市幸町１０－３ TEL：０７９６－２２－３１２６（代表）

地域住民に更なる防災意識向上と正しい知識を身につ
けていただくことを目的とし、豊岡河川国道事務所からは、
保有する災害対策車両（災害対策本部車・排水ポンプ車・
照明車）および土のう製造機の展示説明を行いました。
また、車両の説明を行うだけで無く、車内の見学や、土
のう製造機の実演を行いました。

土のう制作・積み土のう工訓練

土のう袋に土を入れて縛る 土のうを並べて圧をかける 杭を打ち、安定性を確保

消防団員等が行う水害時の現場対応への理解を深めることを目的とし、消防団指導
のもと、職員と一緒に土のう製作および積み土のう工の訓練を行いました。
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＜開会の挨拶＞
豊岡河川国道事務所
荒谷 芳博事務所長
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豊岡河川国道事務所
松岡 一成副所長


